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1 お客様から、褒められたことはありませんか？

2 お客様から、クレームを聞いたこと。お客様のクレームは逆に、自社に対する「期待」とも言えます。「この会社（お店）に、言ってもしょうがない」と思われるお客様は、苦情を言いません。

3 社員の会社に対する感想を聞かれたことがありますか？特に、社歴の長い社員にとっては、

普段はあまり口にしなくても、会社に感謝し、魅力を感じている場合が多いようです。

4 長年、取引している仕入先の声を聞いたことがありますか？

5 金融機関、顧問税理士や、社会保険労務士の方々に「我が社の魅力って何でしょう？」と聞

かれたことがあるでしょうか？これらの方は、多くの企業を知っておられますので、それらと比較して、我が社の良い点、弱い点を意外に正確に指摘してもらえることが多いようです。

⑥　「強みは弱み」でもあります。会社規模が大きい事は強みでもありますが、一方で経営の意思決定や、方向転換のスピードが遅かったり、体面や歴史を気にするあまり、大きな変化についていくことが出来ない場合も見受けられます。一方、会社規模が小さい事は、財務力や信用力に劣る場合もありますが、一方で変化に機敏に対応することが出来ます。６５００万年前に地球から忽然と姿を消した「巨大恐竜」と、その後の厳しい自然環境の変化に対応した小さなネズミのような「哺乳類」の歴史もそのことを示唆しているのでは無いでしょうか？そういえば「巨大戦艦」大和を海中に葬り去ったのも、高々１人か二人乗りの小さな飛行機の群れでした。自社の「弱み」を逆から見てみると、案外「強み」に見えるかも知れません。
★　私達は、クレームや、「事件」があると、つい自社のことを必要以上に悪く考えてしまいがちです。しかし冷静に考えてみると、そのようなクレームや「事件」を、幾つも乗り越えてきて今日の、我が社があるとも言えます。つまり、我が社には、それらのクレームや「事件」を乗り越える力が備わっているのだと言えるのではないでしょうか？普段から、そのような視点から「我が社の魅力」＝「我が社の存在意義」を、客観的に確認しておくことで、クレームや「事件」に一喜一憂する事が無くなります。すると、それらに感情的に反応したり、モチベーションが下がったり、一面的に関係する社員を責めたりすることが無くなります。そのように対応する姿勢を堅持することで、「自社の魅力」が一層磨かれ、強力な力を発揮してくるのでは無いでしょうか？是非、定期的に、「自社の魅力」＝「自社の存在意義」を社員の皆さんと一緒に確認して、その基盤をより一層強いものにしていっていただきたいと思います。
